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Shakespeare悲劇における主人公についての一考察

小林 貢

A Study of the heroes of Shakespearean Tragedies 

乱1itsuguKOBA YASHI 

(1996年11月29日受理)

Over the past few decades a corisiderable number of studies have been made on Shake-

spearean Tragedies. Actually， however， research on it often failed to grasp what is the 

occasion for heroes' downfall. 

Generally speaking， it is regarded that their downfall is derived from their destinies or 

their personalities. It goes without saying that出eyaffect their tragic a百airs.But let us now 

look at it from a di妊erentangle. 

Human beings commonly have the desire that gives them identities， for which the heroes 

of Shakespearean tragedies conduct themselves consistently. Romeo gave his life for his 

ideology of courtly love. Occasionally heroes took actions guided by witches' or ghost's or 

vice-like character's coercive persuasions. For instance， Hamlet avenged himself on Claudius 

after listening ghost's speech. Besides， Macbeth murdered Dancan by witchs' prophesy. In 

addition， Othello was deceived by Iago's intrigue. Their persuasions fostered i1lusions in 

heroes' minds， so they sacrificed their lives after all. 

It should be concluded， fromwhat has been said above， that the heroes of Shakespearean 

tragedies were greatly infiuenced by their i1lusions， so they never failed to escape from their 

deaths. 

I 

人間以外の動物が持っている個体保存本能という

動物本来の行動形式を失った人聞が，自らのアイデ

ンティティをも含めた文化を構築することによって

本能の代用品を獲得しようとする欲望を無意識に所

有していることは否定できないことではなかろう

か。そして，その欲望を充足させるために人聞は物

語の形式を，その実現の手段として用いることとな

るのである。それにより人間は自我に対する不安を

打ち消すために自分についての立派な物語を恋意的

に創り，それを実現しようとすることで自我安定の

欲望を満たそうとするのである九しかし，その物語

は他者との関係性なくしては成り立たないがゆえ

に，見近な他者の物語の借り物でじかなくなる可能

性を秘めているのである。それゆえに人聞の欲望充

足の物語が仮に実現しようとも，言い換えるならば，

他者の自己実現の形式の模倣を実現しようとも現実
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には自我の安定には至らないのである2)。つまり，本

能以外の何かによって自我を安定きせようとする欲

望は幻想でしかないのであり，人間はその幻想に振

り回されるということになるのである。この論文に

おいては絶対的な神によって定められた宇宙的秩序

のなかで社会における自分の位置が固定されている

はずのシェイクスピアスピア劇の主人公達の自我安

定の欲望の幻想がどのように描かれているかについ

て考察を試みるのである。

11 

シェイクスピア劇において，悲劇の主人公達は自

らの自我安定の欲望にたいし，どのように対処して

いるであろうか。この論文においては Romeoand 

Julietのロミオを中心に，Othelloのオセロー，Ham-
letのハムレット ，Macbethのマクベスの属性に焦

点を当てて考察することとする。はじめに Romeo
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αnd Julietにおいてロミオは初めて舞台に登場する

時にすでに憂いに満ち，やつれているのである。そ

れは見たことはあるが会話を交わしたこともないキ

ャプレット家のロザラインに対して恋こがれ，彼女

の存在価値に囚らわれるものの実現しえない恋によ

り自らのアイデンティティ，言い換えるならば本能

の代用物を失っているからなのである。

Ben. At this same ancient feast of Capulet's， 

Sups the fair Rosaline， whom thou so lov'st， 

With all the admired beauties of Verona: 

Go thither; and， with unattainted eye 

Compare her face with some that 1 shall show， 

And 1 will make thee think thy swan a crow. 

Rom. When the devout religion of mine eye 

Maintains such falsehood， then turn tears of 

fires! 

And these， who often drown' d could never die， 

Transparent heretics， be burnt for liars ! 

One fairer than my love! the all-seeing sun 

Ne'er saw her match since first the world 

begun. (Romeo and Juliet， 1， ii， 87-98)3) 

このようなロミオがジュリエットと出会うことに

より自らの存在価値を認められることで、失っていた

自我確立の欲望に目覚め，二人の幸福な結婚という

対立する両家の聞においては実現するのが困難で、あ

る幻想へと行動し始めるのである。このように他者

によって一時的にでも自我の安定へと導かれるロミ

オに対し，Othelloにおけるオセローは絶世の美女

を妻に得るという予想も出来ない好運に恵まれた故

に，自らが確立していた軍人としての自我安定を失

う物語と考えることができるのであるへそして，こ

のようなアイデンティティの観点から考えるならば

Macbethにおいては魔女の予言の他には何の大義

名分のない謀反を通して自己実現のために自らを国

王の位置に定めようとするマクベス5)が国王として

の能力の不足と神の定めた社会秩序を破壊した良心

の阿責によって地位，心の安寧，妻そして命さえも

失う物語であるとも考えられるのである。一方

Hamletにおいては，父王の死と母の再婚により自

我安定のための家族を失い，王位にも就くこともか

なわないハムレットが，亡きハムレット王と思われ

る亡霊によって6)自分の父が新王クローディアスに

よって殺害されたという話を告げられることで，復

讐によって生きる意義と自我の安定を見いだそうと

する物語であるとも考えられるのである。このよう

なアイデンティティ確立の欲望の観点からこれらの

貢

悲劇の主人公達の属性を考察したい。

111 

自我の欲望に翻弄されるシェイクスピア悲劇にお

ける主人公達は行動においてどのような属性をもっ

ているのであろうか。これらの主人公達の行動を観

察した時に，まず目に付くのがコミットメントの一

貫性が常に彼らの行動にかいま見られることであ

る。当然のことであるが，主人公達は自らの信条を

過信し，たとえ間違っているにしても一貫して行動

するがゆえに結果として自らの生命を失うような悲

劇に達するのである。その理由に関しては運命や性

格によると従来は考察されてきたのである。しかし，

別の観点からこれらの登場人物を観察してみるなら

ば，悲劇の主人公達のなかには自己や他者のイデオ

ロギーによりマインドコントロールされるが故に

「存在すべき自我」に向かい一貫的に，そして直線

的に行動するものが存在することが確認されるので

ある。例えば，ハムレットはハムレットのみに話し

かける亡霊に，マクベスは魔女の言葉にマインドコ

ントロールきれて，在るべき自分の幻想に対して行

動することとなるのである。しかし亡霊や魔女は本

当に存在するのであろうか。もし存在するとすれば，

それらは何を目的として主人公達に働きかけるので

あろうか。彼らを失脚きせることが目的なのであろ

うか。それとも，それらは観念的存在が具象化した

ものでしかないのではなかろうか7)。つまり超自然

的存在である魔女や亡霊は彼らの欲望が投影された

存在ではないだろうかへそう考えるならば，自己の

欲望が投影された存在の指示ゆえに主人公達は幻想、

に対し一貫的に行動しその方向性を変更すること

はできないのではなかろうか。

このようなマインドコントロールは自らの欲望の

具象化と考えられる超自然的存在の通知によるのみ

ならず，表面的に魅惑的な存在に自ら引きつけられ，

そして，その自らの観念によってマインドコントロ

ールを施される現象にも見いだされるのである。例

えば Romeoand Julietにおいてロミオは恋愛の対

象であるロザラインそしてジュリエット，すなわち

アピアランスによる女性の魅力そのものに偶像崇拝

を行うという自らのイデオロギーによって行動をコ

ントロールされていると考えられるのである。それ

はロミオが自らの切実な愛情欲求から恋に陥るから

なのであり，そのことは，ロザラインとは会話も交

わしたことカfないことからも明らかで、ある。しかし，

秋田高専研究紀要第32号
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それは崇拝の対象としての女性を獲得することによ

って自我を安定できるという幻想の欲求であって，

厳密に言うならばロミオの欲求はロザラインやジュ

リエットのような人格をもった個人に対する関心で

はないのである。つまり，ロミオは満たされない自

分の欲求を満たすことにばかり lこ気が向いているの

であり，ジュリエットはロミオという存在のナルシ

ズム的な理想を投影するための鏡でしかないのであ

るへそれゆえに，ジュリエットの要求している両家

の和解を実現しようと意識的には努めながらも，ロ

ミオは結果的に恋人の言うことに耳を傾けないので

ある。例えば，激情にかられてティボルトを殺すの

もプライドを踏みにじられたことに対する復讐の欲

求による直線的な行動でしかないのであり，ジュリ

エットの意向は無視されるのである。

Rom. Alive! in triumph! and Mercutio slain! 

Away to heaven， respective lenity， 

And fire-ey'd fury be my conduct now! 

(Romeo and Juliet， III， i， 128-130) 

この発言と復讐の行動からも明かなようにロミオ

は自己完結的な存在であり，本質的にジュリエット

が求めている存在とはなりえないのである。つまり，

ロミオは実際のジュリエットとは違った像を心に描

き，その心の中の像を崇拝し，結婚するのである。

言い換えるならば， Iジュリエットは，彼女そのもの

ではなく，ロミオの夢を満たすための存在」でしか

ないのである。それは自我の受容の欲望に焦がれる

ロミオが恋の対象を初めから求めていて，それを許

容する他者ジュリエットに対する自我安定のための

ベクトルを変更することは不可能な為なのである。

Rom. 1 pray thee， chide not; she， whom 1 

love now， 

Doth grace for grace and love for love allow ; 

The other did not so. 

(Romeo and Juliet， II， iii， 85-86) 

このように自らのイデオロギーと一体化するロミ

オと対照的なのがマーキューショーであり，彼はロ

ミオの深刻き，すなわちコミットメントの一貫性に

相反する「軽やかさjを表象しているのである。彼

は自らの理想，すなわち自らの幻想に溺れることの

ない現実主義者であり，女性自体に対し自らの理想

を投影することもなく，それ故，女性に溺れること

もなく，現実を現実として受けとめ冗談を通して生

を謡歌しているのである。

Nurse. My fan， Peter. 

Mer. Good Peter， to hide her face; for her 
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fan's the fairer face. 

Nurse. God ye good morrow， gentlemen. 

Mer. God ye good den， fair gentlewoman. 

Nurse. Is it good den? 

Mer. 'Tis no less， 1 tell you; for the bawdy 

hand of the dial is now upon the prick of 

noon. (Romeo and Juliet， II， iv ， 115-122) 

このようにマーキューショーは，現実をあるがま

まに受け入れるがゆえに自らの幻想やイデオロギー

に対し殉死することはないのである 10)。ところが，陽

気な彼の死は，皮肉なことに自らの観念に固執して

いるロミオとの関係性から派生するのであり，これ

はロミオの死への欲望とティボルトやマーキューシ

ョーという他者に対する無意識の否定からもたらさ

れるのである。そしてロミオの服毒はジュ 1)エット

という自らがマインドコントロールを施した偶像崇

拝の対象の喪失に対する殉死でしかないのである。

ここで重要であることは，この殉死が「ジュリエッ

トが死んでいるJという誤解に基づくものであり，

ここにおいてもロミオは失われた備像に対し，殉死

する自己の行動という幻想の為に命を絶つのであ

る。しかし，この誤解はジュリエットの飲んだ薬に

ついての手紙をロミオが受けられなかった偶然が作

用しているし，ジュリエットがロミオの前で目覚め

ないこともまた偶然なのである。このように自らの

イデオロギーによって自らの行動に必然性を見いだ

すロミオが偶然性によって偶像に対する自らの死を

選択するのである。

このようなマインドコントロールとコミットメン

トの一貫性は Othelloにおいても観察きれるのであ

る。オセローは自らに失望し，他者を羨望するイア

ゴーによってキャシオーと妻の関係を疑うようにマ

インドコントロールされるのである。

Iago. 1 am glad of it; for now 1 shall have 

reason 

To show the love and duty that 1 bear you 

With franker spirit; therefore， as 1 am bound， 

Receive it from me; 1 speak not yet of proof. 

Look to your wife;observe her well with Cassio 

Wear your eye thus， not jealous nor secure : 

(Othello， III， iii， 193-198) 

このイアゴーの洗脳行為において大きな役割を担

っているのがキャシオーであり，特権的なヴェニス

市民であるキャシオーにたいする彼らの羨望がデズ

デモーナとエミリアに投射きれるのである 11)。その

キャシオーを媒介とするイアゴーの説得は現実の歪
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曲をおこなっている「破壊的説得jと呼ばれるもの

であり， 一般に破壊的説得には，二つの戦略，つま

り，欲求操作と情報操作が伴なっているのである12h
イアゴーの破壊的説得においても，オセローがデズ

デモーナを殺すことが，唯一の解決策であるかのよ

うに欲望操作がなされているし，言うまでもないよ

うにキャシオーとデズデモーナの関係性においても

情報操作がなされているのである。さらに，その説

得は情緒に訴える言動を利用して耳を傾ける者の般

化と弁別の能力をそぐものであり同，それによる他

者および自己への認識の欠如により，オセローはイ

アゴーのハンカチのトリックの民に陥るのである。

Iago. Nay， but be wise; yet we see no出 ng

done; 

She may be honest yet. Tell me but this: 

Have you not sometimes seen a handkerchief 

Spotted with strawberries in your wife's hand ? 

Oth. 1 gave her such a one; 'twas my first 

gift. 

Iago. 1 know not that; but such a handker-

chief-

1 am sure it was your wife's -did 1 to-day 

See Cassio wipe his beard with. 

(Othello， IIl， iii， 433-439) 

このデズデモーナの対する疑念に対しオセローは

抵抗しながらもー貰的にコミットすることとなるの

である。それはオセローがヴェニス人ではないとい

う本質的なコンプレックスに原因があるからで，彼

はヴェニス人であるイアゴーとの関係性のなかで自

らの存在に対する不安を解消しようとするのであ

る。それがゆえにデズデモーナの疑惑に対し，自ら

が納得する結論を導き出すまで関わらざるを得ない

のである。このオセローの疑惑においても偶然は作

用することとなるのである。つまり，デズデモーナ

はイアゴーの陰謀が熱した時に，運悪〈ハンカチを

落とすのである。それがゆえにオセローは，ロミオ

の聖なる偶像に対する殉死と対照的に，イアゴーの

マインドコントロールにより自分のアイデンティテ

ィを支えていた聖なる偶像H)を失ったがゆえに，自

己愛を投射して 「過度Jに愛したデズデモーナ本人

を「思慮無く 」絞殺せざるを得ないのである。

Oth. Nor set down aught in malice: then must 

you speak 

Of one that lov'd not wisely but too well; 

(Othello， V， ii， 341-343) 

次に， Hamletにおいてデンマークはノールウェ

貢

イの王子フ方ーティンプラスが，父の仇を討つ大義

名分でテ・ンマークに没収された領土を取り返しに攻

めてくる気配のなか，国王を急に失い，国家として

の安定を失っている状態にある。それに加えて，ハ

ムレットは父を亡くし，母が叔父と再婚することで，

精神的な拠り所を失っているのである。このように，

国家的にも，個人的にも混沌としたなかで，亡き父

と思われる亡霊15)にハムレットは新王クローディア

スに復讐することをマインドコントロールされるの

である16h

Ghost. So art thou to revenge， when thou 

shalt hear. 

Ham. What? 

Ghost. 1 am thy father's spirit ; 

• List， list， 0 list ! 

日thoudidst ever出ydear father loveー

Ham. 0 God! 

Ghost. Revenge his foul and most unnatural 

murder 

Ham. Murder! 

Ghost. Murder most foul， as in the best it is; 

But出ismost foul， strange， and unnatu-

ral. 

Ham. Haste me to know't， that 1， with 
wings as swift 

As meditation or the thoughts of love， 

May sweep to my revenge. 

(Hamlet， 1， v， 9-30) 

そして劇中劇での毒殺場面に対するクローディア

スの反応、を根拠とし，ハムレットは復讐に対し， 一

貫的に関わることとなるのである川。しかしながら，

毒殺の証明は実際にはできていないのであり，亡霊

は他の登場人物に目撃きれるものの，その発言はハ

ムレ ットに対してのみコミットすることからも，ハ

ムレットの欲望が投影された幻想の可能性を否定で

きないのである。このような状況においてハムレッ

トは亡霊の存在を恋意的に利用し，亡霊の発言によ

って自らの復讐という行動に対する自己正当化を行

っているとも考えられるのである。次のハムレット

がホレーショとマーセラスに秘密を守ることを嘗わ

せる場面においてノ、ムレットが発言した後からのみ

亡霊が発言することは，その可能性を暗示している

のであり，それが仮に彼らにも聞こえたにせよハム

レットのマインドコントロールによるとも考えられ

るのである。

秋田高専研究紀要第32号・
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Ham. Never to speak of出isthat you have 

seen， 

Swear by my sword. 

Ghost. [Beneath.] Swear. 

Ham. Hic et ubique? then we'll shift our 

ground. 

Swear by my sword. 

Ghost. [Beneath.] Swear. 

(Hamlet， II， i， 152-161) 

このような自己正当化は Macbethにおいても見

受けられるのである。マクベスは魔女の「コーダの

領主になり，王になる」というマインドコントロー

ルをマクベス夫人共々受けてしまい，その能力が無

いにもかかわらず，それに向かつて遜進するのであ

る。彼は何度も跨踏するものの神の代行者間である

ダンカン王を殺し，良心の阿賀に苛まれるのにもか

かわらず，結果的には命を失うまで一貫して自我安

定の欲望のために行動するのである。「女から生まれ

た者にマクベスは負けるはずがないJiパーナムの森

が夕、ンシネインの高い丘に進軍しないかぎりマクベ

スは滅びない」という魔女の予言も Hamletの亡霊

と同様にマクベスの欲望が外化したものであると考

えられるのであり，その幻想はマクダフに代表され

る現実によって打破されるのであるがそれでもマク

ベスは自らの幻想に殉じることで命を失うのであ

る。

Macb. 1 will not yield 

To kiss the ground before young Malcolm's feet 

And to baited with the rabble's curse. 

Though Birnam wood be come to Dunsinane， 

And thou oppos'd， being of no woman born， 

Yet 1 will try the last: before my body 

1 throw my war-like shield. Lay on， Macdu百，

And damn'd be him that first cries， 'Hold， 

enough " (Macbeth， V， vii， 56-64) 

IV 

このように，悲劇の主人公達は，マインドコント

ロールを施す対象により価値を決定されると，その

行動様式を変更できない存在であり，他者による承

認を通しての無限の模倣欲望の欲求というアイデン

ティティの危機的状況にある存在なのである。それ

ゆえ一度，行動様式を設定されるとその行動は硬直

化し，あくまで一貫的に行動し，死のメタファーと
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結びっくこととなるのである。つまり，悲劇の主人

公達は自分の幻想に対して一貫して命を賭ける者達

なのであり，その幻想は自分の観念から派生したも

のであるが故に，循環論理的となり，自らの身を滅

ぽすこととつながるのである。 言い換えるならば，

彼らは偶然性の支配する世界において自己，他者に

よるマインドコントロールにより必然性を見い出

し，それに固執し，その執着から逃れられないパラ

ノイア的存在なのであり，その自らの行動に対する

一貫した統合性ゆえに悲劇に導かれると考えること

ができるのである問。
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